
一口メモ
この歌、そしてこの歌詞はオレが一番好きなもののうちの一つです。この歌を歌って
いるサッチモことルイ・アームストロングは、晩年に至るまで、黒人であるというだ
けで人種差別を受け苦労に苦労を重ねた人物です。もちろん幼いころもまともな教育
を受ける機会もなく、途中道を踏み外しかけながらもトランペットという楽器とジャ
ズという音楽との出会いによってその生まれもった才能を開花させました。
そんな彼が年をとり、ベトナム戦争へ向かう若者たちを前にして彼らのためにこの歌
を心を込めて歌ったといいます。自分を差別し、辛い思いを散々させた白人の、その
子息たちのために…。
そんな、「恨み」だとか「憎しみ」といった次元を昇華、超越して深い愛の世界にた
どりついたサッチモの心からのラブソング。ぜひその詞の世界をじっくり味わってみ
て下さい。
ちなみにサッチモというのは、がま口 おばちゃんが使う財布 のことで、彼の口がそ
れによく似ていたからついたあだ名だそうです。

緑なす樹々たち

真紅のバﾗが

咲き誇っている

あなたと私のために

私は思う

なんと素晴らしい世界

紺碧の空

純白の雲

眩しく 祝福された朝

漆黒の聖夜
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この素晴らしき世界



そして私は思う

なんと素晴らしい世界

美しき空に架かる

七色の虹

行き交う人々にも架かったのか

その笑顔は愛に満ちている

手を握り合い

｢はじめまして｣と言葉交わす人々
"

その心では

｢愛してる｣と語りかけている
"

元気な赤ん坊の泣き声が聞こえる

私は この子等の成長を見つめていく

子供達は 私など知らない沢山のことを

きっとこれから学んでゆくのだろう

私は思う

なんと素晴らしい世界

そう 私は思う

なんと素晴らしい世界…
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この素晴らしき世界


